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○香南市福祉医療費助成に関する条例の特例に関する条例施行規則  

平成18年３月１日  

規則第59号  

（趣旨）  

第１条  この規則は、香南市福祉医療費助成に関する条例の特例に関する条例（平成

18年香南市条例第106号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定める

ものとする。  

（受給資格の認定）  

第２条  医療費の支給を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、様式第１

号による香南市福祉医療費認定申請書（以下「申請書」という。）を、市長に提出

しなければならない。  

２ 申請者は、前項の申請書を提出する場合は、被保険者証又は組合員証を添え、身

体障害者にあっては身体障害者手帳を、又は知的障害者にあっては療育手帳及び審

査に当たって必要な書類を市長に提出しなければならない。ただし、 65歳以上の者

にあっては医療費の助成を受けようとする日の属する年度（助成を受けようとする

日の属する月が４月から６月までの場合にあっては前年度）の市町村民税の状況を

証する書類を添えなければならない。  

３ 市長は、第１項の申請を受理したときは、その内容を審査の上認定し、様式第２

号による資格認定通知書及び障害医療費受給者証（様式第３―１号）、高齢障害医

療費受給者証（様式第３―２号）を申請者に交付する。  

４ 資格の有効期間は、申請書を提出した日の属する月の初日から資格要件を欠くに

至った日の属する月の末日までとする。なお、資格認定を受けた者は、毎年７月に

更新手続を行うものとする。  

（受給の制限）  

第３条  条例第３条の規定による所得額は、年額 200万円以下とする。ただし、申請者

が65歳以上の場合は、市町村民税非課税世帯の者（「市町村民税非課税世帯の者」

とは、医療費の助成を受けようとする日の属する年度（助成を受けようとする日の

属する月が４月から６月までの場合にあっては前年度）の地方税法（昭和 25年法律

第226号）の規定による市町村民税がその属するすべての世帯員について課されない

者をいう。）に限る。  



2/4 

２ 前項の規定により資格がないと認定した場合は、市長は、様式第４号による資格

認定却下通知書により通知する。  

（助成の方法）  

第４条  医療費の助成について、助成対象者が、様式第５号による香南市福祉医療費

（療養費）助成申請書（以下「福祉医療費（療養費）助成申請書」という。）とそ

の他市長が必要と認める書類を添えて、市長に提出して行うものとする。  

２ 市長は、前項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、必要と認めた額を

当該申請者に支給するものとする。  

３ 第１項の福祉医療費（療養費）助成申請書は、医療機関において現に医療を受け

た日の属する月を単位とし、当該月の翌月から起算して２年以内に提出するものと

する。  

附 則  

この規則は、平成18年３月１日から施行する。  

附 則（平成19年２月26日規則第１号）  

この規則は、公布の日から施行する。  

附 則（平成20年３月25日規則第14号）  

（施行期日）  

１ この規則は、平成20年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２ 平成20年４月１日において、老人保健法改正により加入医療保険に変更が生じる

助成対象者については、市長が後期高齢者医療加入の有無について確認できる場合

においては、受給者からの申請なしに、市長が受給者証の変更、受給者に関する記

録等の訂正を行うことができるものとする。  

３ この規則による改正前の香南市福祉医療費助成に関する条例の特例に関する条例

施行規則の様式は、この規則による改正後の香南市福祉医療費助成に関する条例の

特例に関する条例施行規則の規定に関わらず、残品の限度で使用することができる。 

附 則（平成27年12月28日規則第52号）抄 

（施行期日）  

第１条  この規則は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律（平成25年法律第27号。以下「番号法」という。）附則第１条第４号に
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掲げる規定の施行の日（平成 28年１月１日）から施行する。  

（香南市福祉医療費助成に関する条例の特例に関する条例施行規則の一部改正に伴

う経過措置）  

第９条  この規則の施行の際、第 10条の規定による改正前の香南市福祉医療費助成に

関する条例の特例に関する条例施行規則の様式による用紙で、現に残存するものは、

当分の間、所要の修正を加え、なお使用することができる。  

附 則（平成28年３月25日規則第18号）抄 

（施行期日）  

１ この規則は、行政不服審査法（平成 26年法律第68号）の施行の日（平成 28年４月

１日）から施行する。  

（経過措置）  

２ 行政庁の処分その他の行為又は不作為についての不服申立てに関する手続であっ

てこの規則の施行前にされた行政庁の処分その他の行為又はこの規則の施行前にさ

れた申請に係る行政庁の不作為に係るものについては、なお従前の例による。  

３ この規則の施行の際、第１条の規定による改正前の香南市情報公開条例施行規則、

第２条の規定による改正前の香南市個人情報保護条例施行規則、第４条の規定によ

る改正前の香南市国民健康保険税減免規則、第５条の規定による改正前の香南市税

減免に関する規則、第６条の規定による改正前の香南市固定資産税の課税免除に関

する条例施行規則、第７条の規定による改正前の香南市産業集積の形成及び活性化

のための固定資産税の課税免除に関する条例施行規則、第８条の規定による改正前

の香南市福祉医療費助成に関する条例の特例に関する条例施行規則、第９条の規定

による改正前の香南市生活保護法施行規則、第 10条の規定による改正前の香南市保

育料減免取扱規則、第 11条の規定による改正前の香南市児童手当事務取扱規則、第

12条の規定による改正前の香南市子ども手当事務処理規則、第 13条の規定による改

正前の香南市子ども手当事務処理規則、第 14条の規定による改正前の香南市ひとり

親家庭等医療費の助成に関する条例施行規則、第 15条の規定による改正前の香南市

香我美高齢者生活福祉センターの設置及び管理に関する条例施行規則、第 16条の規

定による改正前の香南市身体障害者福祉法施行細則、第 17条の規定による改正前の

香南市知的障害者福祉法施行細則、第 18条の規定による改正前の香南市補装具費の

支給に関する規則、第 19条の規定による改正前の香南市地域生活支援給付費の支給
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に関する規則、第20条の規定による改正前の香南市国民健康保険規則、第 21条の規

定による改正前の香南市介護保険条例施行規則、第 22条の規定による改正前の香南

市墓地等の設置及び経営の許可等に関する条例施行規則、第 23条の規定による改正

前の香南市空き地等の適正管理に関する条例施行規則、第 24条の規定による改正前

の香南市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条例施行規則、第 25条の

規定による改正前の香南市企業誘致条例施行規則、第 26条の規定による改正前の香

南市都市計画区域内の建築物等の制限に関する規則、第 27条の規定による改正前の

香南市営住宅の設置及び管理に関する条例施行規則、第 28条の規定による改正前の

香南市特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例施行規則及び第 29条の規定に

よる改正前の香南市火災予防条例施行規則に規定する様式による用紙で、現に残存

するものは、当分の間、所要の修正を加え、なお使用することができる。  
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